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ゆつあい報
新年号

夢
と
希
望
を
抱
き
、
新
た
な
未
来
に

向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に

／

特
定
医
療
法
人
　
祐
愛
会
理
事
長

織
田
正
道

一
。
病
院
機
能
評
価
で
全
国

一
位
に

′

現
在
地
に
病
院
を
移
転
し
て
き
て
か
ら
百
年
の
節
目
を

迎
え
た
二
〇

一
〇
年
、
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。

一
月
十
日
の
日
本
経
済
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
医
療

機
能
評
価
機
構
の
特
集
記
事
で
、
高
評
価

（
一
〇
〇
点
換

算
で
七
十
五
点
以
上
の
病
院
）
だ

っ
た
病
院
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
受
審
病
院
二
五
七
〇
病
院
の
中
で
、
当
院
は

七
九
．
八
の
最
高
得
点
で
全
国

一
位
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
の
地
方
の
小
さ
な
病
院
の
取
り
組
み
が
、

高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
病
院
を
支
え
る

皆
さ
ん
の
日
々
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
に
吉
田
松
陰
が
主
宰
し
た
松
下
村

塾
の
教
育
理
念

『華
夷
弁
別
』
の
教
え
そ
の
も
の
で
す
。

こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
「ど
の
よ
う
な
地
方
に
あ

っ
て

も
、
そ
こ
が
世
界
の
中
心
と
思

っ
て
、
腰
を
据
え
て
努
力

す
れ
ば
、
必
ず
世
の
中
に
有
用
な
も
の
を
発
信
し
、
有
用

な
人
を
輩
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
（百
周
年
記
念
誌
で

西
山
雅
則
院
長
談
）
と
の
教
え
で
す
。

我
々
は
こ
れ
か
ら
も
更
に
二
十

一
世
紀
の
モ
デ
ル
と
な

り
、
全
国
に
発
信
で
き
る
開
か
れ
た
病
院
を
目
指
し
て
進

ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

二
。
未
来
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
発
足

さ
て
、
加
速
度
的
に
高
齢
化
が
進
む
時
代
に
あ
っ
て
、

良
質
で
継
続
的
な
医
療

。
介
護
が
保
障
さ
れ
、
人
々
が
安

心
し
て
健
や
か
な
生
活
が
送
れ
る
、
そ
の
よ
う
に
豊
な
超

高
齢

。
成
熟
社
会
の
構
築
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

医
療

・
介
護
に
関
連
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
次
々
と
起

こ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
我
々
は
ど
の
よ
う
な
時
代
変

化
が
起
こ
っ
て
も
、
組
織
と
し
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
「未
来
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
延
長
線
上
で
は
な
く
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
新
た
な
発
想
で
五
年
後
、十
年
後
の
「地
域
医
療
」

や

「当
法
人
の
役
割
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
議
論
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

三
．
【
還
き
】巴
己
〓
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｌ
ｏ
ｏ
ユ
９

（米
国

ハ
ワ
イ
州
）

と
国
際
姉
妹
病
院

へ

こ
れ
ま
で
当
法
人
は
豪
州
の
工
曽
日
”ｏ
●
Ｑ
ｏ
円
Φ
ｏ
８
ε

と
教
育
提
携
し
、
認
知
症
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
「
＞
弓
の
共
同

開
発
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
四
月
よ
り
、

さ
ら
に
米
国
ハ
ワ
イ
州
の
不
も
い♀
巨

〓
Φ
Ｏ
お
』
ｏ
のコ
〔ｑ
と

国
際
姉
妹
病
院
の
提
携
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
門
家
の
交
換
と
研
修
プ

ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
、
双
方
の
利
益
と
な
る
分
野
を
追
及
し
て
い

く
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
次
号
に
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
二
〇

一
〇
年
に
お
け
る
法
人
方
針
並
び
に
各

分
野
の
目
標
を
示
し
ま
す
。

二
〇

一
〇
年
法
人
方
針

「超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、
地
域
の
人
々
が
安
心
し
て

健
や
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

保
健

。
医
療

・
介
護

・

福
祉
分
野
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
る

総
合

ヘ
ル
ス
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
す

／

」

◎
保
健

。
予
防
分
野

「地
域
の
人
々
の
健
康
を
守
る
た
め
、
生
活
習
慣
病
の
予

防

。
改
善
に
継
続
的
に
取
り
組
み
ま
す
」

一
）
人
間
ド
ッ
ク
、
専
門
ド
ッ
ク

（脳

・
乳
腺
ド
ッ
ク
）
、

二
次
検
診
、
特
定
健
診

・
特
定
保
健
指
導
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
プ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

・
市
民
向
け
の
公
開
講
座
な
ど
、
地
域

へ
の
浸
透
を

図
る

二
）

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
に
も
力
を
入
れ
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
教
室
、
栄
養
教
室
の
継
続
を
図
る

◎
医
療
分
野

「地
域
に
安
心
と
信
頼
を
得
る
急
性
期
病
院
と
し
て
、
更

な
る
医
療
の
質
の
向
上
と
、
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
」

一
）
地
域

ニ
ー
ズ
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
、
地
域
に
選
ば
れ
る

病
院
づ
く
り

①
急
性
期
機
能
の
充
実

・
医
師
の
確
保

・
増
員

・
救
急
患
者
受
入
れ
体
制
充
実

（救
急
隊
と
の
連
携

強
化
）

・
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
六
〇

％
利
用

・
亜
急
性
期
病
床
の
再
検
討

②
医
療
連
携
の
強
化
な
ら
び
に
介
護
分
野
と
の
連
携
推
進

・
地
域
医
療
機
関

へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
、
新
規

入
院
患
者

一
〇

％
増

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
訪
間
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携

・
医
療
と
介
護
の
基
本
情
報
を
電
子
化
し
、　
〓
九
化

と
共
有
化
を
推
進

二
）
医
療
の
質
向
上
を
目
指
し
て

・
Ｔ
Ｑ
Ｍ

（♂
一Ｌ
Ｏ
ｃ
』
Ｏ
〓
Ｂ
８
ｏ８
Φュ
）
推
進

◎
介
護

。
福
祉
分
野

「脱
施
設
化
に
向
け
て
、
地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
と
共
に
、
認
知
症
ケ
ア
の
向
上
に
努
め
ま
す
」

一
）
地
域
に
選
ば
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
て

①
医
療
と
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
推
進

・
医
療
と
介
護
の
基
本
情
報
を
電
子
化
し
、　
〓
冗
化

と
共
有
化
を
推
進

・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
病
院
内
開
設

②
個
別
性
を
重
視
し
た
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
の
更
な
る
推
進

③
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
向
上
に
向
け
て
、
「認
知
症
ケ

ア
」
の
教
育
研
修
強
化

二
）
社
会
福
祉
法
人
設
立

。
小
規
模
多
機
能
開
設
時
の
順

調
な
運
営

・
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
研
修
の
徹
底

・
上
期

（～
九
月
）
ま
で
に
利
用
者
二
十
五
名
に

◎
各
分
野
共
通
目
標

一
）
ス
タ
ッ
フ
に
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り

①
医
師
の
事
務
作
業
軽
減
の
た
め
、
ド
ク
タ
ー
ク
ラ
ー

ク
の
増
員
と
教
育

②
多
様
な
勤
務
形
態
で
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

ｏ
短
時
間
労
働
正
職
員
制
度
の
適
応
拡
大
な
ど

③
子
育
て
支
援

。
介
護
支
援
の
充
実

④
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
時
間
外
勤
務
の
短
縮

⑤
人
材
育
成
に
向
け
た
人
事
制
度
の
基
本
的
見
直
し

⑥
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ー
ス
・
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
育
成
と
活

用

二
）
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（医
療
安
全
、
転
倒

転
落
防
止
、
院
内
感
染
防
止
）
の
更
な
る
向
上

三
）
各
事
業
所
の
安
定
し
た
運
営

・
重
点
項
目
の
目
標
値
の
達
成
と
評
価

四
）
♂
う
０
日
い
く
ｏＯ
ｏＬ
９
５
〔８

（
ハ
ワ
イ
）
と
国
際
姉

妹
病
院
ヘ

・
専
門
家
の
交
換
と
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
双
方

の
利
益
と
な
る
分
野
を
追
及

五
）
未
来
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
発
足

以
上
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
、
地
に

足
の
着
い
た
運
営
を
行
い
、
着
実
に
前
進
し
て
い
き
ま
す
。
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ゆ
う
あ

い
ビ
レ

ッ
ジ

の

取
り
組
み
と
今
後
の
展
望

ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
施
設
長千

々
岩
親
幸

昨
年
は
介
護
報
酬
の
改
定
、
介
護
の
人
材
不
足

の
問
題
等
介
護

。
福
祉
に
関
す
る
話
題
も
新
聞
な

ど
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
マ

ス
コ
ミ
な
ど
の
調
査
か
ら
全
国
の
介
護
施
設
の
新

設
が
計
画
の
半
分
し
か
達
成
で
き
て
い
な
い
こ
と

が
判
明
し
厚
労
省
は
急
速
計
画
の
再
検
討
を
行

い
、
施
設
建
設
に
関
す
る
交
付
金
等
の
予
算
の
計

上
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
昨
年
は
数

年
後
の
高
齢
者
の
急
増
を
目
前
に
国
、
地
方
自
治

体
と
も
に
介
護
に
関
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
充
実
を
は
か
り
始
め
た
よ
う
で
す
。

私
ど
も
の
鹿
島
市
も
杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
で
の

施
設
整
備
計
画
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
制
度
改
正

後
の
平
成
十
八
年
か
ら
は
第
三
期
事
業
計
画
と
し

て
介
護
予
防
給
付
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
域

で
も
全
国
同
様
そ
の
計
画
の
半
分
も
達
成
で
き
て

い
な
い
状
況
で
し
た
。

介
護
予
防
と
は
、
主
に
要
支
援
の
方
々
に
対
し

て
身
体
面
、
認
知
面
に
お
け
る
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
昨

年
末
に
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
を
行
う
介
護
予
防
事
業

（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ゆ

う
あ
い
）
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
①
小
規
模
多
機
能

居
宅
介
護
、
②
夜
間
対
応
型
訪
間
介
護
、
③
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
④
地
域
密
着
型
特

定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、
⑤
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
、
⑥
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
六

つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
含
ま
れ
ま
す
。
ど
れ
も
正
式
名

称
で
は
わ
か
り
に
く
い
で
す
が
現
在
ゆ
う
あ
い
ビ

レ
ッ
ジ
に
は
通
称
で
言
う
と
⑤
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
と
⑥
の
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

第
二
期
事
業
計
画
は
平
成
二
十
年
で
終
了
し
、

昨
年
か
ら
は
第
四
期
事
業
計
画
が
始
ま

っ
て
い
る

の
で
す
が
、
前
期
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
計
画

に
参
加
す
る
事
業
者
は
完
璧
な
事
業
計
画
を
自
治

体
に
提
出
す
る
よ
う
に
要
求
さ
れ
ま
し
た
。

祐
愛
会
で
は
地
域
の
介
護

。
福
祉
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
た
め
に
こ
の
計
画
に
参
加
を
希
望
し
①

と
④
の
サ
ー
ビ
ス
の
新
設
を
認
め
て
も
ら
い
ま
し

た
。
①
の
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
は
二
十
五
名

の
利
用
登
録
者
を
集
め
、
そ
の
方
々
に

コ
ア
イ
サ
ー

ビ
ス
」
を
中
心
に
、
随
時
の

「泊
ま
り
」
や

「訪

問
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
で
す
。
④
の

地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
は
、
わ

か
り
や
す
く
言
う
と
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム

で
す
。
あ
る
程
度
自
立
し
て
い
る
方
で
時
に
介
護

が
必
要
に
な
る
状
態
の
方
が
入
居
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
が
最
大
二
十
五
名
程
度
の
利
用
と
な
り
ま

す
。
小
規
模
多
機
能
は
春
に
は
事
業
開
始
、
有
料

老
人
ホ
ー
ム
は
本
年
中
に
は
建
設
開
始
と
な
り
ま

す
。
両
施
設
が
稼
動
し
始
め
る
と
さ
ら
に
五
十
名

く
ら
い
の
方
々
が
住
ま
わ
れ
た
り
通
わ
れ
た
り
す

る
わ
け
で
今
年
は
介
護
ス
タ
ッ
フ
増
員
や
運
営
の

問
題
で
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

老
健
は
リ

ハ
ビ
リ
や
在
宅
復
帰
、
認
知
症
に
関

す
る
加
算
報
酬
が
認
め
ら
れ
た
お
か
げ
で
運
営
的

に
は
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
今
年
も
中
間
施
設
と

し
て
の
在
宅
復
帰
、
リ

ハ
ビ
リ
、
認
知
症
介
護
に

力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
よ

‐‐

撃
０
　
鵬

Ｑ
Ｃ
活
動
と

今
後
の
取
り
組
み

看
護
部
長
　
西
村
美
枝
子

平
成
二
十

一
年
度
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の

「成
長
と
学
習
の

視
点
」
で
Ｑ
Ｃ
活
動
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
指
導
者
の
育
成
を
目
的
に
、
伊
山
副
院

長
を
委
員
長
と
し
た
推
進
委
員
の
メ
ン
バ
ー
で
、

月
二
回
の
委
員
会
か
ら
始
め
、
コ
ス
ト
削
減

『消

耗
品
の
適
正
管
理
』
に
つ
い
て
取
り
組
み
中
で
す
。

皆
さ
ま
に
も
、
次
年
度
は
部
署
単
位
、
委
員
会
や

グ
ル
ー
プ
で
活
動
を
行
っ
て
頂
く
計
画
で
す
。
Ｑ

Ｃ
活
動
と
難
し
く
考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
が
今
ま
で
し
て
き
た
、
改
善
や
気
づ
き
を

「
Ｑ
Ｃ

ス
ト
ー
リ
ー
」
の
手
順
に
乗
せ
、
い
ろ
い

ろ
な
視
点
よ
り
分
析
を
行
い
、
優
先
順
位
や
や
る

べ
き
こ
と
を
見
つ
け
、
効
果
を
見
え
る
形
に
す
る

取
り
組
み
で
す
。

Ｑ
Ｃ
と
は
質
の
管
理

６
ｇ
〓
ぐ

８
５
け『３

の

こ
と

で
、
総
合
的

品
質
管

理

η
Ｏ
〓

馬
ｏ
邑

Ｏ
Ｌ
』
ぐ
　
〓
””
品
①
ヨ
①コ
こ
の
活
動
の

一
つ
で
す
。

Ｑ
Ｃ
活
動
は
、
「
Ｑ
Ｃ

ス
ト
ー
リ
ー
」
と
呼
ば
れ

る
手
順
①
テ
ー
マ
選
定
、
②
現
状
把
握
、
③
要
因

分
析
、
④
対
策
の
立
案
、
⑤
対
策
の
実
施
、
⑥
効

果
の
確
認
、
⑦
歯
止
め

（
標
準
化
）、
③
残
さ
れ

た
問
題
や
課
題
を
検
討
す
る
。
Ｑ
Ｃ

の
七

つ
道

具

（
い
ろ
い
ろ
な
道
具
）
と
い
う
手
法
を
使
用
し
、

自
分
達
で
問
題
を
発
見
し
て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

計
画
立
案
、
実
施
、
評
価
の
「
∪
ｏ
ｋ
「
一日
、
∪
ｏ
、

ｏ
Ｆ
輿
、
澪
き
じ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
に
よ

り
問
題
の
解
決
を
図
る
活
動
で
す
。
Ｑ
Ｃ
活
動
の

効
果
に
は
、
「有
形
の
効
果
と
無
形
の
効
果
」
が

あ
り
ま
す
。
有
形
の
効
果
と
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と

い
っ
た
経
済
的
な
効
果
で
、
無
形
の
効
果
と
は
業

務
改
善
に
よ
っ
て
職
場
が
生
き
生
き
し
て
き
た
、

モ
ラ
ル
が
向
上
し
た
な
ど
の
効
果
の
こ
と
で
す
。

で
は
、
実
際
や
っ
て
き
た
手
順
に
沿
っ
て
、
お

話
を
し
ま
す
。
①
テ
ー
マ
選
定
ま
で
は
、
全
員
が

同
じ
認
識
で
参
加
で
き
る
よ
う
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
の
機
会
を
多
く
持
ち
ま
し
た
。
今
回
は
、
決

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
守
れ
て
お
ら
ず
、
周
知
不
足

や
無
駄
が
経
費
の
増
加
に
な
っ
て
い
る

「消
耗
品

の
適
正
管
理
」
に
決
め
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

②
現
状
把
握
③
要
因
分
析
は
、
Ｋ
Ｊ
法
や
特
性
要

因
図
諄

，
ｇ
お

３
品
８
Ｂ
を
用
い
、
問
題
の
整

理
を
行
い
ま
し
た
。
問
題
は
何
故
起
こ
っ
た
の
か
、

そ
れ
は
何
故
か
と
根
本
的
要
因
ま
で
掘
り
下
げ
分

析
を
行
い
ま
し
た
。
④
対
策
の
立
案
で
は
系
統
図

を
用
い
て

一
次
二
次

。
。
と
対
策
を
出
し
合
い
、

対
策
が
よ
り
具
体
的
手
段
で
実
行
可
能
な
レ
ベ
ル

ま
で
検
討
し
ま
し
た
。
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
図
を
用
い
、

効
果
性

。
現
実
性

。
重
要
性

・
持
続
性

・
協
力
性

の
視
点
よ
り
点
数
化
し
ま
し
た
。
こ
の
点
数
を
も

と
に
緊
急
度
と
重
要
度
よ
り
採
用
手
段
を
決
定
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
に
分
れ
、

実
施
中
で
す
。
実
施
し
て
い
る
内
容
は
、
①
規
約
。

規
定
の
見
直
し
や
請
求
と
払
い
出
し
方
法
の
取
り

決
め
、
②
消
耗
品
の
雑
貨
と
文
具
の
統

一
、
③
各

部
署
の
消
耗
品
の
雑
貨
と
文
具
の
定
数
化
、
④
中

央
管
理

・
保
管
場
所
統

一
、
⑤
委
員
会
の
発
足
、

⑥
Ｐ
Ｃ
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
目
指
し
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｑ
Ｃ
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
皆

さ
ん
に
報
告
す
る
機
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

次
年
度
は
多
く
の
方
が

［Ｑ
Ｃ
活
動
］
に
参
加
さ

れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
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ハ
ワ
イ
研力 俳

の修

「
ア
メ
リ

医
療
を
学
ん
で
」

内
科
医
師
　
朝
長
元
輔

こ
の
秋
、
佐
藤
先
生
、
井
田
人
事
課
長
、
宮
崎
放

射
線
部
主
任
と
四
人
で
、
ハ
ワ
イ
研
修
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
の
医
療
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

で
あ
る
ア
ン
デ
ィ

・
ニ
ノ
ミ
ヤ
氏
の
案
内
で
、
リ

ハ
ビ
リ
病
院
、
救
急
病
院
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
施
設
、

ヨ
ｏ
８
８
，∽
訂
”
一多

８
５
一Ｒ

（女
性
専
用
の
健
康
相

談
施
設
）
、
日
帰
り
手
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
医
療
施

設
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

い
ま
す
が
、
ハ
ワ
イ
で
は
各
病
院

。
施
設
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
、
他
の
施
設
と

競
争
し
て
患
者

・
利
用
者
を
集
め
る
よ
う
努
力
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
我
々
の
施
設
で
も
、
患
者
満
足
度
の

向
上
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
努
力
を
し
て
い
ま
す

が
、
他
の
病
院
と
競
争
し
て
い
る
と
い
う
意
識
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
ハ
ワ
イ
の
病
院
は
医
者

が
経
営
す
る
の
で
は
な
く
、
経
営
す
る
の
は
あ
く
ま

で

「会
社
」
で
す
。
病
院
経
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
に
長

け
た
会
社
が
病
院
や
施
設
を
作
り
、
優
秀
な
医
師
や

ハ
ワ
イ

の

医
療
施
設
を

見

て
強
く
感

じ

た

点

は
、

ビジネスの

設型峠が動神

≠“けギ岬嚇

キ脚砿輔瑚州

″ば
映ＣなＭも

魏
【な耐”貯

↑ノ、ヮ粒
”ａ詢ａ

ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
、
そ
れ
こ
そ
日
本
の

「企
業
」
と

同
様
に
業
務
を
展
開
し
ま
す
。
女
性
が
利
用
し
や
す

い
よ
う
な
雰
囲
気

。
内
装
作
り
、
人
が
多
く
集
ま
る

シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
透
析
施
設
を
建
て
る
、
な

ど
、
利
用
者
を
集
め
る
た
め
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
日
本
で
も
、
医
療
従
事
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
の

こ
と
を
あ
る
程
度
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
時
代
に

来
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
切
な
の
は
、

自
分
た
ち
の
病
院

。
施
設
の
特
色
を
ど
の
よ
う
に
打

ち
出
し
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
の
社
会
で
、
ど
う
い
っ
た

医
療
を
行
い
た
い
の
か
。
ど
う
い
う
医
療
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
。
そ
う
い
っ
た
法
人
と
し
て
の
大
き

な
特
色

。
方
針
を
決
め
る
の
は
、
職
員

一
人

一
人
の

仕
事
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
が

ど
う
い
う
仕
事
を
し
た
い
か
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
を

頑
張
り
た
い
か
。
そ
れ
ぞ
れ
が
ビ
ジ

ョ
ン
を
持
ち
、

そ
れ
を
お
互
い
に
評
価
し
、
達
成
で
き
る
よ
う
な
環

境
作
り
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

↑ハワイ研修 病院見学

全
日
病
第
三
十
三
回

ハ
ワ
イ
研
修
に
参
加
し
て

看
護
部

四
階
病
棟
主
任
　
一剛
田
美
恵

子

私
た
ち
は

（病
院
か
ら

医
事
課
課
長

中
野
浩
輔
、

看
護
部
四
階
病
棟
主
任

前
田
恵
美
子
、
四
階
病
棟

川
原
麗
子
、
三
階
病
棟

野
中
香
織
、
三
階
病
棟

正

保
瞳
、
救
急
外
来

田
中
恵
子
、
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ

ジ
か
ら

ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い

一
階
療
養
棟

山
口

健
）
、
十
月
十
九
日
か
ら
十

一
月
二
日
ま
で
全
日
病
第

三
十
三
回
ハ
ワ
イ
研
修
旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。
ホ

ノ
ル
ル
空
港
に
降
り
立
っ
た
と
き
か
ら
南
国
パ
ラ
ダ

イ
ス
な
ら
で
は
の
自
然
の
美
し
さ
が
目
に
飛
び
込
ん

で
き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の
窓
か
ら
は
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー

チ
が

一
望
で
き
、
広
大
な
自
然
を
目
の
あ
た
り
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
年
間
通
し
て
温
暖
な
気
候

で
、
直
射
日
光
は
ま
ぶ
し
く
、
し
か
し
、
直
射
日
光

の
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ
で
は
と
て
も
爽
や
か
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
「
ハ
ワ
イ

（米
国
）
に
お
け
る
医
療
シ

ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
日
本
で

は
あ
る
程
度
保
険
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
た
め
安

心
し
て
病
院
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ア

メ
リ
カ
で
は
保
険
を
持

っ
て
い
な
い
人
が
多
く
、
病

気
に
な

っ
て
も
病
院
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ず
、
間 ↑ハワイ研修参加者

に
合
わ
な
く
な

っ
て
救
急
で
受
診
す
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
日
本
の
保
険
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
メ

リ
カ
で
は
個
人
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
個
人
の

経
済
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
看
護
師
が
知
識
と
経
験
で

提
案
が
で
き
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、

医
師
と
看
護
師
が

一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
働
く
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
視
察
研
修
を
行
っ

た
セ
ン
ト
フ
ラ
ン
シ
ス

・
リ
バ
テ
ィ
病
院
は
透
析
専

門
の
病
院
で
、
そ
の
中
で
は
技
術
者
と
呼
ば
れ
る
ア

メ
リ
カ
政
府
よ
り
免
許
を
与
え
ら
れ
て
い
る
者
に

よ

っ
て
透
析
が
行
わ
れ
、
医
師
に
よ
る
診
察
は
月
に

一
回
ほ
ど
で
患
者
の
水
分
管
理
や
家
族
指
導
な
ど
も

看
護
師
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
家
族
指
導

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
で
透
析
を
行

っ
て
お
り
、

在
院
日
数
も
非
常
に
短
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
の
病
院
経
営
は
医
師
に
よ

っ
て
で
は
な
く
会

社
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
会
社
が
利
益
を

出
す
為
に
自
分
の
病
院
の
特
色
を
打
ち
出
す
よ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
看
護
師
が
よ
り
高
度
な
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
、
医
師
と
と
も
に
チ
ー
ム
医
療
に
携
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
今
後
の
医
療
制
度
の
あ
り
方
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
有
意
義

な
も
の
で
し
た
が
、
研
修
後
の
ハ
ワ
イ
で
の
時
間
も

心
を
癒
し
て
く
れ
る
最
高
の
時
間
で
し
た
。
ど
こ
ま

で
も
青

い
海
と

さ
わ
や
か
な
風
、

ま
ぶ
し

い
日
差

し
を
浴
び
な
が

ら

こ
れ
か
ら

の

活
力
を
引
き
出

し
て
く
れ
る

ハ

ワ
イ

の
地

に
感

謝
で
し
た
。

燿群

(3)
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新

内

科

医

師

〔出
身
大
学
〕

〔出
身
医
局
〕

〔専
門
領
域
〕

な

り

ま

し

た
。

前
回
後
期
研
修
が
始
ま

っ
て
す
ぐ
、
三
年
目
の

時
に

一
度
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

病
院
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
は
す
ぐ
に
馴
染
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
医
局
は
じ
め
病
院

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
は
非
常
に
親
切
に
し
て
頂

き
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
自
ら
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
含
め
て
、
消
化
管
内
視
鏡
、

エ
コ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
様
々
な
診
療
技

術
を
幅
広
く
学
ば
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
織
田
病
院
に
総
合
診
療
部
出
身
の
Ｄｒ．

に
は
大
先
輩
で
あ
る
西
山
院
長
、
朝
長
先
生
が

い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
総
合

っ
て

一
体
何
が

専
門
な
の
？
と
良
く
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
分
で
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
良
く
分
か

っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
内
科
全
般
の
診
療
に
携
わ
り

な
が
ら
、
西
山
院
長
が
い
つ
も
言
わ
れ
る
よ
う

に

「超
８
ユ
●

♂
『
ヽ
ｃ
ご

で
あ
る
こ
と
が
、

総
合
医
で
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
「自

分
の
前
に
現
れ
た
病
め
る
人
」
に
対
し
て
自
分

の
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
様
々
御
迷
惑
を
お
か
け
す

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
何
卒
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

任
Dr
紹
介

υ

大
串
昭
彦

佐
賀
医
科
大
学
医
学
部

佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院

総
合
診
療
部

総
合
診
療

昨
年
十
月
よ

り
再
び
内
科
で

お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

佐
賀
大
学
総
合

診

療

部

出

身

で
、
六
年
目
に

「避
難
経
路
を
抜
け
る
と

そ
こ
は

・
・
二

事
務
部
長
　
　
山

口
久
雄

屋
上
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
構
想
が
始
動
し
た
の
は
、

毎
週
木
曜
日
に
実
施
さ
れ
る
院
内
巡
視
で
の
理
事
長

の

一
言

「屋
上
に
庭
を
作
ろ
う
」
で
し
た
。
当
初
は
、

防
災
用
の
避
難
口
を
作
る
の
が
目
的
で
し
た
が
、
建

設
中
の
開
口
部
か
ら
屋
上
に
降
り
る
た
び
に
、
患
者

様
の
気
持
ち
に
な
り

「芝
の
上
で
寝
こ
ろ
び
た
い
」
、

「ウ
ツ
ド
デ

ツ
キ
で
く
つ
ろ
ぎ
た
い
」
、
「
フ
エ
ン
ス

を
移
動
し
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
よ
う
」
、
「リ
ハ

ビ
リ
室
ま
で
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
伸
ば
し
歩
行
訓
練
が

し
た
い
」
、
「ベ
ン
チ
で
日
向
ぼ

っ
こ
が
し
た
い
」
、
「リ

ハ
ビ
リ
室
の
壁
に
窓
を
付
け
た
い
」
と
夢
は
膨
ら
み
、

十
二
月
十
九
日
の
百
周
年
記
念
の
日
ま
で
に
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
原
稿
が
読
ま
れ
る
頃
に
は
明
る
い
日
差
し
の

下
、
患
者
様
・職
員
が

一
度
は
訪
れ
雄
大
な
有
明
海
、

そ
の
向
こ
う
に
広
が
る
福
岡

。
熊
本
の
パ
ノ
ラ
マ
に

癒
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

防
災
目
的
だ

っ
た
今
回
の
工
事
が
、
閉
鎖
的
だ
っ

た
四
階
の
療
養
環
境
の
改
善
、
青
空
の
も
と
で
の
リ

ハ
ビ
リ
、
屋
上
緑
化
に
よ
る
温
暖
化
の
防
止
な
ど
思

い
も
よ
ら
な
い
付
加
価
値
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

今
後
、　
こ
の
空

間
を
活
用
し
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
や
夜

の
映

画

鑑

賞

な

ど
、
患
者
様
の
入

院
生
活
が
よ
り
よ

い
も
の
に
な
る
様

皆
さ
ん
ア
イ
デ
ア

脚崚』間中いい」

↑屋

0

成
人
お
め
で
と
う
ノ

①
成
人
を
迎
え
た
感
想
は
？
　
　
　
　
　
　
一．

②
成
人
し
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

③
自
己
Ｐ
Ｒ

山
本
由
希

さ
ん

ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
三
階
療
養
棟
　
看
護
職

①
や

っ
と
二
十
才
な
ん
だ
な
ぁ
と
思
う
。
成
人
に

な
り
責
任
の
重
さ
も
増
す
と
思
う
と
息
が
つ
ま
り

そ
う
と
思
う
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
、
や
っ
と

二
十
才
と
い
う
嬉
し
い
気
持
ち
が
あ
る
。

②
特
に

「
こ
れ
っ
″
」
と
い
う
も
の
は
な
い
。

③
マ
イ
ペ
ー
ス
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
ゆ
っ
く
り
な
自
分
で

す
が
、
周
り
に
お
い
て
い
か
れ
な
い
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

山
本
節
美

さ
ん

ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
事
務
部

①
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
て
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
二
十
歳
過
ぎ
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
と
聞
き
ま

す
の
で
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
た
い
で
す
。

②
洋
服
が
好
き
な
の
で
、
お
金
を
貯
め
て
、
ち
ょ
っ

と
高
い
ブ
ラ
ン
ド
の
服
を
買
っ
て
み
た
い
で
す
。

③
明
る
く
元
気
に
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

森
田
麻
友
さ
ん

ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
三
階
療
養
棟
　
介
護
職

①
実
感
が
湧
き
ま
せ
ん
が
成
人
を
迎
え
ら
れ
て
嬉
し

い
で
す
。

②
飲
み
に
行
き
た
い
で
す
″

③

一
社
会
人
と
し
て
言
動
に
責
任
を
持
ち
頑
張
っ
て

行
き
た
い
で
す
。

“

)
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一医
療
安
全
委
員
会
便
り
一

リ
ス
ク

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
　
丼
手
員
由
美

あ
る
デ
パ
ー
ト
で
の
何
気
な
い
接
客
の
会
話
の

一

言
で
す
が
、
『お
持
ち
帰
り
で
ご
用
意
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
？
　
』
（交
通
手
段
の
先

読
み
）
、
『お
預
か
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
か
？
』
（お

客
様

へ
の
気
配
り
）
こ
れ
か
ら
買
い
物

へ
行
か
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
重
た
い
ワ
イ
ン
を
持

っ
て
の
買
い

物
は
大
変
で
あ
ろ
う
と
の
気
配
り
で
あ
る
。
『
お
帰

り
は
あ
ち
ら
側
の
出
入
り
口
を
ご
利
用
で
す
か
？
』

（来
店
時
の
方
向
＋
交
通
手
段
）
お
客
が
向
か
っ
て

き
た
方
向
か
ら
、
帰
り
の
方
向
を
予
測
す
る
事
は
、

お
客
様
を
見
て
い
な
け
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
で
あ

る
。
催
事
売
り
場
で
、
た
だ
単
に
立

っ
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
、
歩
い
て
こ
ら
れ
、
興
味
を
示
さ
れ
、
立

ち
止
ま
ら
れ
ど
の
ワ
イ
ン
が
気
に
な
っ
て
お
ら
れ
る

の
か
、
お
声
か
け
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て
、
た

だ
単
に
押
し
売
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
見
る
観
点

に
よ
っ
て
い
ろ
ん
な
事
を

一
瞬
で
判
断
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
『
で
は
、
お
出
回
の
近
く
の
酒
販
コ
ー

ナ
ー
で
お
預
か
り
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
お
帰
り
の

際
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ま
せ
』
。
あ
る
ワ
イ
ン
ソ

ム
リ
エ
の
デ
パ
ー
ト
で
の
話
で
す
が
、
お
客
様
に
対

し
先
を
見
越
し
た
接
客
と
、
お
客
様
の
気
持
ち
を
、

そ
の
身
に
な
っ
た
接
客
、
そ
の
様
な
こ
と
を

一
瞬
の

判
断
で
出
来
る
事
、
こ
れ
が
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

病
院
に
お
い
て
も
必
要
な
ス
キ
ル
だ
と
思
い
ま

す
。
「ど
う
す
れ
ば
患
者
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
か
」
を
考
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
（．
‐＞
＞
Ｊ

難
し
い
事
？
？
そ
ん
な
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

手
始
め
は
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
事
〃
そ
れ
を
置
き
換

え
れ
ば
い
い
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、　
一
番
は

『笑
顔
』
。
そ
れ
だ
け
で
、
患
者

様
は
十
分
満
足
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
作

ク
レ
ー
ム
対
策
～
先
読
み
の
接
客
～

り
笑
顔
で
は
な
く
、
心
か
ら
の
笑
顔
で

（＞し
‐
☆
。

そ
の
為
に
は
、
普
段
か
ら
鏡
を
見
て
、
自
分
の
笑
顔

と
向
き
合

っ
て
下
さ
い
。

（＞‐
‐Ｙ
☆

『今
日
も
笑
え

て
る
か
な

（キ＞‐
＞

．と

病
院
内
で
は
い
ろ
い
ろ
な
ク
レ
ー
ム
や
苦
情
が
発

生
し
ま
す
。
医
療
ミ
ス
や
過
誤
と
い
う
よ
り
も
、
「言

葉
遣
い
や
態
度

・
対
応
が
悪
い
」
な
ど
接
遇
に
関
す

る
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か

ら
ク
レ
ー
ム
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
苦
情
に
つ
な
が

ら
な
い
対
応
を
す
る
こ
と
、
先
読
み
の
接
客
で
す
。

ク
レ
ー
ム
や
苦
情
を
感
じ
さ
せ
な
い
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ー
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。Ａ
７年
も
皆
さ
ん
『
日

本

一
の
気
配
り
病
院
』
の
職
員
と
し
て
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
一

『無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で
乳
が
ん

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。』

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
課
長
　
土
丼
弥
生

一
九
八

一
年
以
来
、
日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ

と
な
っ
て
い
る

「が
ん
」
。
生
涯
の
う
ち
に
が
ん

に
な
る
確
率
は
、
男
性
の
二
人
に

一
人
、
女
性
の

二
人
に

一
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最

近
は
医
学
の
進
歩
で

「治
る
が
ん
」
も
増
え
て
い

ま
す
。
特
に
女
性
特
有
の

「乳
が
ん
」
は
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
で
治
る
確
率
が
高
い
が
ん
で
す
。

早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
が
ん
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
有
効
で
す
が
、
検
診
受
診
率
は
二
〇
％

程
度
と
低
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
平
成

二
十

一
年
度
の
補
正
予
算
に
よ
っ
て

一
定
の
年
齢

に
達
し
た
女
性
に
乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
が
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
全
国
の
市
町
で

は
、　
一
定
年
齢
に
達
し
た
女
性
を
対
象
に
乳
が
ん

検
診
が
無
料

で
受
け
ら

れ
る
ク
ー
ポ

ン
券
を
配

布

し
て
い
ま
す
。
当
院

で
も
、
ク
ー
ポ

ン
を
利

用
し
て
す

で
に

一
七
〇

名

の
方
が
検
診
を
受
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

お
手
元
に
ク
ー
ポ

ン

券
を
お
持
ち

で
検
診
が

済

ま

れ

て
な

い
方

は
、

有
効
期
限
が
せ
ま

っ
て

お
り
ま
す

の
で
、
早
め

の
ご
予
約
を
お
勧
め
し

ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

看
護
師
候
補
者
着
任

人
事
課
　
丼
田
光
寛

日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
連
携
協
定

（
Ｅ

Ｐ
Ａ
）
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
二
回
目
の
受
入

れ
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
着
任
さ
れ
た
の
は
ア

プ
デ
リ
ナ
さ
ん
と
エ
ス
タ
さ
ん
。
六
カ
月
間
の

短
い
日
本
語
研
修
で
す
が
大
変
日
本
語
の
上
達

が
早
く
感
心
し
て
い
る
次
第
で
す
。
二
人
と
も

母
国
で
三
年
間
の
看
護
師
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
で
の
看
護
技
術
や
生
活
環
境
に
慣
れ
る
の

は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
の
で
ス
タ
ッ
フ
の
み
な

さ
ん
温
か
く
見
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

ア
プ
デ
リ
ナ
さ
ん
エ
ス
タ
さ
ん
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ

っ
た
ら
い
つ
で
も
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

を
投
げ
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
先
輩
の
イ
ナ
さ

ん
リ
ナ
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
慣
れ

て
き
た
ら
英
語
の
レ
ッ
ス
ン
お
願
い
し
ま
す
ね
。

アプデリナさん

《資格要件》平成 21年 6月 30日 現在、住民登録をされている市町

*詳しくは、お住まいの市町にお問い合わせください。

《有効期限》平成 22年 2月 28日 まで

(鹿島市・武雄市・白石町 。江北町 。大町町 。太良町)     彗

エスタさん

予Lがん検診無料クーポンの配布対象者

年 齢 生年月 日

40歳 昭和 43(1968)年 4月 2日 ～ 昭和 44(1969)年 4月 1日

45歳 昭和 38(1963)年 4月 2日 ～昭和 39(1964)年 4月 1日

50歳 昭和 33(1958)年 4月 2日 ～昭和 34(1959)年 4月 1日

55歳 昭和 28(1953)年 4月 2日 ～昭和 29(1954)年 4月 1日

60 歳 昭和 23(1948)年 4月 2日 ～昭和 24(1949)年 4月 1日

↑乳がん検診無料クーポン (見本)
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百
周
年
記
念
事
業

百
周
年
記
念
事
業
企
画
委
員宮

崎
公
志

当
病
院
が
現
在
地
で
あ
る
高
津
原
に
移

転
し
百
年
と
な
り
、
昨
年
初
め
に
理
事
長

よ
り
記
念
事
業
を
行
う
こ
と
が
表
明
さ
れ

ま
し
た
。
百
周
年
記
念
事
業
企
画
会
議
が

召
集
さ
れ
、
記
念
祝
賀
会
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
デ
オ
作
成
、
記
念
誌
発
行
の
三
つ
の

事
業
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
さ
っ
そ
く
そ

れ
ぞ
れ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

は
、
織
田
理
事
長
を
中
心
に
、
織
田
病
院

の
歴
史
を
紹
介
し
た

「
百
年
の
歩
み
」
と

法
人
紹
介
の

「開
か
れ
た
病
院
を
目
指
し

て
」
の
二
部
作
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
前

回
作
成
さ
れ
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

を
上
回
る
す
ば
ら
し
い
作
品
に
仕
上
が

っ

て
い
ま
す
。

記
念
誌
は
、
西
山
院
長
を
中
心
に

『
ゆ

う
あ
い
報
お
だ
ぴ
た
る
』
編
集
担
当
者
で

あ
る
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で

ぃ栗
来

志
向
の
記
念
誌

“
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
に
制
作
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
記
念
誌

は
三
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず
こ
の
百
年
の
し
っ
か
り
と
し
た

俯
欧

（今
ま
で
病
院
を
支
え
て
く
だ
さ

っ

た
職
員
を
紹
介
す
る
中
で
職
員
に
心
か
ら

感
謝
す
る
こ
と
、
今
に
繋
が
る
病
院
の
変

遷
を
述
べ
る
こ
と
）
、
現
在
の
病
院
の
在
り

よ
う

（各
部
門

。
各
委
員
会
な
ど
の
取
り

組
み

。
活
動
の
紹
介
、
メ
デ
ィ
ア
に
て
紹

介
さ
れ
た
記
事
、
学
会
発
表
な
ど
の
業
績
）
、

そ
し
て
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
な
ど
の
関
連

施
設
の
紹
介
で
す
。
記
事
の
内
容
は
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
写
真
を
多
用
し
、
職
員
が

生
き
生
き
と
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
る
さ

ま
を
笑
顔
と
と
も
に
読
者
に
届
け
た
い
と

思
い
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
記

念
誌
と
な
っ
て
い
ま
す
。

記
念
祝
賀
会

「～
こ
の
地
に
百
年
～
特

定
医
療
法
人
祐
愛
会
織
田
病
院
記
念
式
典
」

は
、
十
二
月
十
九
日

（土
）
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
記
念
式
典
で
は
鹿
島
市
長
の
桑

原
允
彦
様
と
佐
賀
県
医
師
会
病
院
部
会
長

で
あ
る
古
賀
良
行
様
よ
り
祝
辞
を
賜
り
ま

し
た
。
次
に
織
田
理
事
長
よ
り

「
こ
の
百

年
の
歩
み
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
明
治
時
代
の
織
田
病
院
や
現

介
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
感
謝

状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
永
年
勤
続
二
十

年
、
永
年
勤
続
三
十
年
、
功
労
賞
、
特
別

功
労
賞
と
四
部
門
で
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
永
年
勤
続
二
十
年
が
十
三
名
、

永
年
勤
続
三
十
年
が
七
名
、
功
労
賞
三
名
、

特
別
功
労
賞
八
名
、
合
計
三
十

一
名
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
三
つ
の
百
周
年
記
念
事
業
を
通
し

て
思
う
こ
と
は
、
病
院
が
今
日
あ
る
の
は

こ
れ
ま
で
病
院
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
医
師

・

看
護
師

・
事
務
職
を
始
め
多
く
の
職
員
の

お
か
げ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
記
念
事
業
を
通

し
、
職
員

一
人

一
人
が
自
分
自
身
と
病
院

に
対
し
て
自
信
と
誇
り
を
持

つ
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
百
周
年
事
業
に
ご
協
力
下
さ

っ

た
職
員
の
皆
様
、
写
真
ビ
デ
オ
撮
影
に
ご

協
力
下
さ
っ
た
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
お
よ

び
関
係
者
の
方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ヽ

在
地
に
移
転

し
た
当
時
の

写
真
や
歴
代

の
職
員
の
紹

Ｊ

介
、
織

田
病

の
期洵繊慟】

酢
れ
ま
し
た
。

の
ま
た
講
演
の

に

最
後
に
は
完

舗
成
し
た
プ
ロ

記

モ
ー

シ
ョ
ン

↑

ビ
デ
オ

の
紹

↑百周年記念式典 感謝状贈呈

一円
― ― こ の 地 に 百

ツ
ン

●特定医療法人祐費会ロロ侑臓

¨

4

↑百周年記念式典
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。第32回鳴下医学会(2月 6日 大阪市):清原英之、

梅崎敏郎、澤津橋基広、織田正道、小宗静男他「喋

下内視鏡検査における喋下性肺炎のリスク評価」
。第23回総合診療ケースカンフアレンス (5月 20

日 マリトピア):角 田光子「鼠径部腫瘤を主訴

に来院した 1症例」/朝長元輔「結核性脊椎炎

の2症例」
。第285回 日本内科学会九州地方地方会 15月 30

日 産業医科大学):坂 田泰志、中野良、江口

仁、角田光子、力武修一、朝長元輔、丼手康

史、松永圭司、西山雅則「Lansoprazoleに よる

collagenous colitis(miCrOscopic colitislの 1例 」

/朝長元輔、坂田泰志、中野良、江口仁、角田光子、

力武修一、丼手康史、松永圭司、西山雅則「内

視鏡的切除術を施行した多発性直腸カルチノイ

ドの 1例」
・第87回 日本消化器内視鏡学会九州支部例会 (6

月 19日  ニューオータニ博多):中 野良、坂田

泰志、江口仁、角田光子、丼手康史、朝長元

輔、松永圭司、西山雅則「Lansoprazoleに よる

collagenous colitisの 1例」/江口仁、坂田泰志、

中野良、角田光子、丼手康史、朝長元輔、松永

圭司、西山雅則「咽頭痛のみで消化管症状を呈

さなかったクローン病の 1例」
。第51回 日本老年医学会学術集会 16月 19日

パシフィコ横浜):鐘 ケ江寿美子、市丸徳美、リ

チャー ドフレミング、小泉俊三「日本語版 Care

Pianning Assessment Tool(J CPAT)ソ フトウエ

アの開発と高齢者施設における有用性」
。第 71回 耳鼻咽喉科臨床学会 (7月 2日 ～ 3日

旭川市):清 原英之、澤津橋基広、柿添亜

矢、高岩一貴、織田正道「鼻副鼻腔に発生した

膜下腫瘍様隆起を呈した腎動脈瘤の 1例」/坂
田泰志「巨大な総胆管結石による化膿性胆管炎

にステント留置が奏効した 1例」
。第2回佐賀PDNセ ミナー (8月 29日 唐津市

相知交流文化センター「サライ」):松永圭司「当

院におけるPEGの現状」
。進行大腸癌治療シンポジウムーアバスチンの現状

と今後― (9月 4日 マリトピア):佐藤建、篠崎

由賀里、伊山明宏「S状結腸癌術後腹壁再発に対

してmFOLFOX6+ア バスチンが奏効した一例」
・第32回佐賀救急医学会 (9月 12日 炎の博記念

堂 文化ホール):朝長元輔、江口仁、角田光子、

井手康史、松永圭司、福野裕次、坂田泰志、西

山雅則「当院における精神科救急診療の現状」
。第96回 日本耳鼻咽喉科学会佐賀県地方部会 (12

月5日 佐賀市):高岩一貴、清原英之、柿添亜矢、

織田正道「当科における耳科手術統計」

◎看護・介護・リハ・放射線'福祉・栄議 事。事務部・側勃孫◎
。第8回医療マネジメント学会佐賀地方会 12月 7

日 佐賀市アバンセ):牛 島久美子、佐藤建、森

久陽一郎、江口仁、前川ゆみ子「NSTと褥清対

策チームによる取り組み～低栄養・褥清改善を

目指して」/丼手員由美、丼手康史、澤津橋基広、

西村美枝子、西山雅則「当院における新型イン

フルエンザ対策」/河本健太郎、野中智子、吉

村早苗、原崎真由美、丼手員由美、西村美枝子、

学会 (研究会)・ 講演 (講義)・ 論文発表 (平成 21年 )

伊山明宏「注射エラー防止の取り組み～ H19年
度とH20年度の比較」
。第 11回狙当′N自 リハビリテーションセミナー (4

月 17日 マリトピア):一ノ瀬英治「当院におけ

る心臓リハビリテーションの現状についてJ

・全国認知症グループホーム大会2009年フォーラ

ムh愛知 (5月 16日 名古屋国際会議場):峯み

ちる、山下祐子、北川英俊、下田尚子「笑顔で

おだやか 。その人らしい生活を目指して～精神

的サポートの向上に取り組んで～」
。平成 21年度佐賀県放射線技師会学術大会 16月

20日 龍登園):坂田善和「医用画像表示モニタ

の品質管理を実施して」
・蓮根の会 (硼陽舘艦劫 (8月 21日 エイカ レ):

中島隆貴「糖尿病患者への取り組み」/牛島久

美子「管理栄養士の糖尿病患者への関わり～料

理教室～」
・第 56回栄養改善学会学術総会 (9月 4日 札幌

コンベンションセンター):牛 島久美子「褥清患

者における管理栄養士の役割」
。第 10回 日本認知症ケア学会 (10月 31日 東京

国際フォーラム):光武耕治、JU‖英俊、下田尚子、

内田智弘「認知症疑似体験から学んだこと～ア

ンケートから見た効果及び課題～」
・第 7回医療法人天心堂志田病院研究発表会 (11

月7日 和多屋別荘):田 中寛子、川島裕子、山

口佳子、田島まり子、江口富士子、西村美枝子

「当院における退院支援の取り組み―終末期患者

の退院支援事例を通して―」
。第51回全日本病院学会鹿児島大会 (11月 21日

鹿児島市城山観光ホテノD:'‖ 島裕子、田中寛子、

山口佳子、田島まり子、江口富士子、西村美枝

子「当院における退院支援の取り組み―終末期

患者の退院支援事例を通して―」/丼手員由美、

◎看護・介護。福祉・栄養食事・リハ・健診関係◎
。第 13期 船丼幸雄「経営道場」(1月 17日 織

田病院):田島まり子「退院支援の実践報告」
。第8回佐賀支部学術集会日本医療マネジメント学

会 (2月 7日アバンセ):牛島久美子、佐藤建、森

久陽一郎、江口仁、前川ゆみ子「NSTと褥清チー

ムによる取り組み ～低栄養・褥清改善を目指

して～」
。長崎済生会病院研修会 (3月 6日 長崎済生会病

院):田島まり子「当院における退院支援の取り

組み」
。第 11回佐賀心臓リハビリテーションセミナー (4

月 17日 マリトピア):一 ノ瀬英治「佐賀県下に

おける心臓リハビリテーションの取り組みと現

状」
。佐田病院研修会 (5月 15日 福岡市佐田病院):

田島まり子「当院における退院支援の取り組みJ

。程備病院囲場姜 16月 12日 札幌市東苗穂病院):

田島まり子「当院における退院支援」
・ケアマネジメント学会 in佐賀 (7月 4日 マリ

トピア):田島まり子「医療機関と介護支援専門

員の連携」
・鳥栖地域リハビリテーション研修会 (10月 22日

鳥栖市緑正館):田島まり子「介護保険におけ

る地域連携」
・光風荘職員健康講話 (光風荘リハビリ室 12月 9

日):土丼弥生「検診後の健康管理について」

【講義】

◎医学関係◎
・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義 :織

田正道「人体のしくみ働き一耳鼻咽喉科」(2月

15・ 22日 、3月 1日 )/織田洋子「人体のしく

み働き―皮膚科」(4月 7・ 14日 )

・介護予防研修会 (3月 18日 ):一 ノ瀬英治 1介

護予防論について」
・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義14月 7・

14日 ):江口利信「保健 。医療・福祉のしくみ」
・嬉野医療センター附属看護学校講義 (6月 10。 24

日、7月 1・ 8日):小森ヒロ子「在宅看護論」
・介護予防支援事業担当者研修会 (6月 16日、7月

21日):下田尚子「高齢者の認知症について」
・リハビリテーシヨン介護予防研修会 (8月 23日 ):

一ノ瀬英治「トランスフアーテクニック理論と福

祉用具の選び方」
。佐賀県社会福祉士会キャリアアップ支援基礎研修

講義 (12月 4日 ):神代修「ケアプランとサービ

ス計画」

日々の診療のために メディカル・サイエンス・

インターナショナル ,2009
・柿添亜矢 :消化性潰瘍治療薬不応の難治性咽喉

頭酸逆流症に六君子湯が奏功した 1症例一Fス

ケールによる評価一 漢方医学 ,33(2),353,2009
。田島まり子 :「重度障害を持つ患者への退院支

援・退院調整」～病棟から始める退院支援・退

院調整の実践事例 174-191,日本看護協会出版

受キ,2009

osteoblastomaの 1例」/澤津橋基広、清原英之、 西村美枝子、伊山明宏、西山雅則「KYTク イ ・佐賀県立看護学院保健学科講義 (6月 9日 ):西

鷲崎政治、柿添亜矢、織田正道「術後性上顎嚢 ズを用いた医療安全教育の現状」/村吉英樹、 山雅則「地域保健と高齢者保健指導 I」

胞に対する内視鏡下鼻内手術 96症例の検討」  中野宏亮、中村知弘、中村典弘「未収金ゼロヘ 。佐賀大学医学部医学科4年生 (11月 24日 ):西

・第286回 日本内科学会九州地方会 (8月 22日 鹿 の挑戦」/土井弥生、西山雅則、矢川愛「特定 山雅則「介護と在宅医療・地域医療連携」

児島大学鶴陵会館):角 田光子、坂田泰志、江口仁、 保健指導の効果的な取り組みについての一考察」

朝長元輔、丼手康史、松永圭司、西山雅則「十二 /矢川愛、西山雅則、土丼弥生「ウォーキング    ◎看護 。介護・福祉 。リハ関係◎

指腸傍乳頭憩室出血にて内視鏡下クリップ術が 継続による健診結果の改善について」      。佐賀県産業技術学院講義 (2月 26日、3月 6日、

7月 23日、8月 7日 ):江口利信 老人・障害者

受載よ多緞 2回佐賀県酬 削ヒ器勉強会 3月     儲 同     福祉論 鴫 齢者・障害者への保健 。医療・福祉

27日  武雄市医師会センター):坂 田泰志「胃粘         ◎医学関係◎         の総合的援助」
。ジョイフル漢方サークル2008研究会 (1月 31日

オリエンタルホテル広島):柿添亜矢「頭頸部領

域の不定愁訴に対する漢方治療一頭痛 。めまい 。

咽喉頭異常感症・肩こリー」
・第21回佐賀大学東洋医学研究会 (2月 10日 佐

賀大学医学部):柿添亜矢「柴胡剤が奏功した三

叉神経痛の 1例～頭痛・耳鳴・めまいなど～」
・第23回鹿島市みんなの集い 13月 8日 鹿島市

民会館):伊山明宏「医学講座～あなたの乳がん

にかかる確率教えます」
。奈良漢方セミナー (7月 25日 奈良市春日荘):

柿添亜矢「頭頸部領域の不定愁訴に対する漢方

療法」
。第20回佐賀小児アレルギー研究会 (9月 17日

佐賀):柿添亜矢「小児に対する漢方治療」
・鹿島機械健康講話 (10月 6日 鹿島機械講堂):

西山雅則「新型インフルエンザについてJ

・鹿島商工会議所医学請演会 (10月 16日 鹿島商

工会館):伊山明宏「あなたの乳がんにかかる確

率はどれくらい?」

・佐賀県商工会議所女性会合同研修会 (11月 19日

祐徳稲荷神社参集殿):伊山明宏「あなたの乳

がんにかかる確率教えます～癌にかかったとき

に心掛けてほしいこと～」
・嬉野漢方のつどい (12月 3日 嬉野大正屋):柿添

亜矢「舌炎に対する清熱補気湯の使用経験」

。西山雅則共訳、小泉俊三監訳 :10分間診断マ

ニュアル第 2版 症状と徴候一時間に追われる
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『唐津天満宮おんじゃおんじゃ』

佐
賀
県
唐
津
市

・
唐
津
天
満
宮
で
は
、　
一
月
七

日
に
無
病
息
災
を
祈
願
す
る

「
お
ん
じ
ゃ
お
ん

じ
ゃ
祭
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
高
さ
十
メ
ー
ト

ル
の
大
松
明
と
共
に
、
正
月
祭
り
の
門
松
や
し
め

縄
を
燃
や
し
今
年

一
年
の
無
事
を
祈
り
ま
す
。
「お

ん
じ
ゃ
」
と
は

「鬼
じ
ゃ
」
と
い
う
意
味
で
、
邪

気
を
払
う
掛
け
声
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
大
松
明

の
炎
は
最
大
十
五
ｍ
に
も
な
り
、
参
拝
客
は
竹
の

は
じ
け
る
音
や
炎
に
拍
手
し
、
歓
声
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。

参
堂
で
は
く
じ
引
き
を
行
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん

今
年
初
め
の
運
試
し
と
い
う
こ
と
で
、
気
合
を
い

れ
て
引
い
て
い
ま
し
た
。
お
米
や
商
品
券
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
当
た
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

松
明
が
倒
れ
た
後
の
燃
え
木
は
、
火
事
の
防
止

に
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
た
く
さ
ん

の
方
が
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
祭
り

行
事
で
す
の
で
、
来
年
は
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
参
加
し

て
み
て
下
さ
い
。

（健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　
松
本
美
由
紀
）

小
学
館
　
一
一〇
〇
九

神
の
手
を
持
つ
医
者
は
い
な
く
て
も
、
こ
の
病

院
で
は
奇
蹟
が
起
き
る
。

こ
の
本
は
長
野
県
の
病
院
で
地
域
医
療
に
従
事

す
る
医
師
が
書
い
た
小
説
で
す
。

主
人
公
の
栗
原

一
止
は
信
州
松
本
平
の
基
幹
病

院

。
本
庄
病
院
で
働
く
五
年
目
の
内
科
医
で
す
。

彼
が
勤
務
す
る
病
院
は

「
二
十
四
時
間
、
三
六
五

日
対
応
」
の
病
院
で
、
常
に
医
師
不
足
で
専
門
外

の
分
野
を
診
療
し
た
り
、
夜
中
に
病
院
か
ら
の
呼

び
出
し
に
応
ず
る
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
。
そ
ん
な

中
で
、
大
学
病
院
か
ら
の
誘
い
が
あ
り
最
先
端
の

医
療
を
学
び
た
い
と
い
う
思
い
が
生
じ
ま
す
が
、

ま
た

一
方
で
大
病
院
で

「手
遅
れ
」
と
見
放
さ
れ

た
患
者
さ
ん
た
ち
と
精
い
っ
ぱ
い
向
き
合
い
た
い

と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
、
葛
藤
し
つ
つ
患
者
さ
ん

に
向
き
合
っ
て
い
こ
う
と
す
る
医
師
の
姿
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

登
場
人
物
や
現
場
の
様
子
が
ど
こ
と
な
く
織

田
病
院
に
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
話
の
中
に

す
っ
ぽ
り
入
り
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
死
を
前

に
し
た
患
者
と
そ
れ
を
看
取
る
周
囲
の
人
々
、
医

師
、
看
護
師
、
身
寄
り
の
人
そ
れ
ぞ
れ
に
物
語
が

あ
り
、
懸
命
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
温
か
い
目
線

を
通
し
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
苦
悩
し
な
が

ら
も
人
生
を
ま
っ
す
ぐ
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
主

人
公
の
姿
に
と
て
も
元
気
を
も
ら
い
、
患
者
さ
ん

を
思
い
や
る
心
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
思
い
起

こ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

読
み
終
わ
る
と
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
て
、
前

を
む
い
て
生
き
て
い
こ
う
と
思
え
る

一
冊
で
す
。

（薬
剤
部
　
山
田
の
ぞ
み
）

新
着
図
書

。
押
谷
仁
、
虫
明
英
樹
著

「新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
な
ぜ
恐
ろ
し
い
の
か
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
生
活
人
新
書
　
　
　
一
一〇
〇
九

・
レ
ナ
ー
ド

・
Ｌ

・
ベ
リ
ー
他
著
、
古
川
奈
々
子
訳

「す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
は
患
者
の
た
め
に
―
伝
説

の
医
療
機
関

《
メ
イ
ヨ
ー

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
》
に

学
ぶ
サ
ー
ビ
ス
の
核
心
」

日
本
出
版
貿
易
Ｋ
Ｋ
　
一
一〇
〇
九

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
去
年
は
病
院
で
は
現
在
地
に
移
転
し
て
百

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
百
周
年
記
念
事
業
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
新
聞
に
は
医
療
機

能
評
価
で
の
全
国

一
位
と
い
う
高
得
点
で
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
十
二
月
よ

り
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

「
フ
ィ
ツ

ト
ネ
ス
」
が
開
設
さ
れ
、
祐
愛
会
は
さ
ら
に
地
域

か
ら
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
年
と
な
り
ま
し

た
。平

成
二
十
二
年
度
は

「夢
と
希
望
を
抱
き
、
新

た
な
未
来
に
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
」
を
テ
ー

マ
に
法
人
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
法
人
各
部
署

が
シ
ー
ム
レ
ス
に
連
携
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
満

た
せ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
目
標
に
向
か

っ
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

去
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
蔓
延
し
対
応

に
追
わ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
マ
ス
ク

・
う
が
い

。
手
洗
い
を
十

分
に
行
い
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
、
今
年
も
法
人

及
び
皆
さ
ん
に
と

っ
て
す
ば
ら
し
い

一
年
と
な
る

よ
う
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（看
護
部
三
階
病
棟
主
任
　
谷
口
繁
樹
）


